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ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の「

國
家
學」

は
、
プ
チ
ャ
;]
に
よ
れ
ば
、
他
の
い
か
な
名
書
物
よ
り
も
多
く
、
ギ
リ
シ
ャ
人
の
國
家
思
想
を
秩
序 

よ
く
該
博
に
考
察
し
た
■も
の
で
あ
る
.と
い
わ
れ
て
い
る
。

.
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,
彼
が
求
む
る
理
想
國
家
は
成
程
;-
?
-
•の
細
か
い
部
分
で
は
遙
か
t
現
實
の
®

-;
^

か
ら
隔
つ
て
は
い
^
が
、.
決
し
て
、
氣
儘
な
創
作
や
空
想 

の
所
產
で
は
な
く
、
W

ず
れ
も
歷
史
的
事
實
か
ら
歸
納
さ
.れ
た
見
解
で
.あ

る

:0
そ
れ
は
主
と
し
て
戽
已
の
思
索
に
基
く
主
観
的
な
プ
ラ
ト
1 

ン
の「

ポ
リ
テ
ィ
ヤ」

に
較
ぶ
れ
ば
遙
か
に
現
實
的
で
あ
^
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
名
ブ
ラ
ト
ン
の
よ
う
に
、
社
會
改
.造
の
必
要
を
認
め
は
す
.

>
■
ア
リ
ス
ト
ー
ア
：レ
.ス
の
社
會
思
想
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芯
が
、
あ
の
ょ
ぅ
に
理
念
的
で
、
過
虫
如
ら
，截
錙
と
し
.：て
：絕
緣
七
尤
抹
い
な
い
，0
:

彼
錄
親
在
の
あ
.
ら
ゅ
る
政
^
^
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支

そ

め

あ
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か

.あ

爲

寒

^

た
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藤

9
寬
地
は
摑
为
艽
奮
韵
セ

.
:

:

:

ア
：リ
ス
十
テ
：レ
：ネ
.
の

趣

激

國

は

モ

の
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瀨

菜
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的

着

熟

や

想

.
遠

く

及

ば

な

.
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-
°
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L
、
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.
bの
；：理

想'«
)
國
家
の
：部
分
：(

第
七
篇
、
第
八
篇y

は

「

國
家
學
1_
_.全
體
の
構
亂
尤
お
い
て
：、
そ
の
頂
點
と
は
.な 

.っ
で
い
.冬
が
，
决
し
V
S
:彼
亦
猶
家
學
の
中
樞
を
為
す
部
分
.で
は
な
い
。
.

|

ス̂
，
ト
，
テ
：
，

\
ス
#

有
：の
：仕
事
は
、
プ
ラ
：
_.:
>

ン
^

^

抄
浓
理' 

想
國
の
思
想
に
.經
驗
的
な
根
柢
を
與
べ
、
經
驗
的
國
家
學
の
方
へ
.近
付
い
て
行
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
如
か
名
經
驗
的
立
場
に
據
っ
て「

國

- 

て

.

.

-

-

'

.

家
學」

を
書
き
、
こ
れ
と
關
連
し
.'て
諸
國
の
政
治
的
變
遷
の
歷
史
を
研
究
し
た
の
で
あ
っ
.
て.
、

，
.ご
こ
に
彼
の
獨
自
の
見
地
.
が
存
す
‘る
の
で
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ア
リ
ズ
ト
^

レ
ス
は
^
國
家
學
し
の
胃
頭
^ -
へ
ま
ず
社
會
の
起
源
に
っ
—

て
考
察
す
名
。
.'
'

.

.

.

'
.へ

、

:■
ア
リ
ス
トV

レ
.ス
に
ょ
.れ
ば
、'
す
べ
：て
.人
間
の
：共
同
體
に
は
一
ー
種
が
基
本
的
形
態
が
存
在
す
る
。
最
初
に
必
然
的
に
生
ず
名
も
の
は
、
 

五
に
他
の
，一

方
の
も
.の
な
ぐ
じ
て
は
生
存
ル
ぇ
な
い
.も
の
：め
澈
<
{ロ、
卽
ち
種
族
繁
，殖
の
た
め
に
.結
合
'す
^
男
と
女
と
の
洪
同
體
で
あ
‘る
。
 

そ
れ
は
選
擇
的
妃
意
志
か
ら
生
じ
た
^
め
で
く
、；

.
‘他
.の
to
植

物

3
取
ぅ
に

、
#

^

的
衝
動
か

^
生
じ
た

^
の
で
あ
る
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♦

，
第

一

ー

の

共

同

體

は

生

れ

っ

'き
，支
配
教
た
：名
も
の
：と
、
生
れ
っ
き
被
支
配
#

た
る
も
の
.と
が
、
そ
の
相
友
の
生
命
保
存
の
た
め
に
結
合
す 

る
も
の
'で
あ
-^
-:
°
そ
の
知
性
杧
ょ
っ
て
^

見
.の
舶
为
.を

:|
>
つ
^

か
，は
ノ
生
^

夕
资
|

^

;で
^

^
、
：：.主
: ^
で
^
名
亦
、
#

掘
#

の
.案

出

し
 

:

た
^

の
を
薄
ら
肉
體
：の
-力
に
ょ
つ
へ
て
；遂

行

す

名

靡

-

^

^
っ̂

冬

の.は

被

支

配

者

で

，あ
1|
)
、
.住
4
.
0
.
遺
奴
|
|太
名
务
で
戈
潘
>

 ̂
:

::

す
べ
.て
の
他
の
人
骶
の
共
同
體
は
こ
の
一

一

っ
，の
_

的
な
共
同
|1
か
石
生
れ
た

^

ゃ
で
ぁ
ネ
。

1

.っ
ハ
の
蒸
本
的
浪
共
同
體
か
ち
、

先
-

f

第

一

に
生
れ
.
だ
社
會
は
家
磨
棄
じ
く
は
家
族
で
.

あ
る
。
そ
れ
ぼ
べ
シ
’

ォ
ド
^
が
正
當
^'
-
も
：そ
の
||
の
：中
.
で
、、

.；'

..

,
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先
ず
見
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け
る
と
と
だ
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.
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.

 

-

:

.

.

.

•

/

'
■

家
ぢ
妻
-と
耕
や
ナ
平
と
を
1-
-

.

- 

■

 

'
.■.■ 

-
V
.
. 

.

 

.

.

と
い
.つy

い
各
f

 

rあ
名
ラ
牛
と
'い
ぅ
の
ば
貧
乏
人
に
は
、
.'奴
隸
©,
,代
り
も
し
て
く
れ
冬
€
ら
.で
あ
る
0;
家
旃
ば
％

欲
望
充
足
の
'

た
：め
に
組
織
さ
れ
た
典
&

め
最
初
.
の
形
式
で
^

冬
0:
-

.

.

'.
-

:
:

ハ
.

.

'•
,

_ 
.

家
族
に
次
'

い
で
成
立
す
る
共
同
社
會
it

称
落
で
#

る
。.
.枕
落
.^'1

:
4

.
以
上
#

i

族
CD
,
'
'集
：つ
た
^

，の
で
、，
單
な
名
日
常
生
活
上
の
欲
望
充
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.

足
'の
た
め
'
£限
.ら
ず
，
そ
れ
以
上
.
.の
高
：い
自
的
を
達
成
'す
を
た
め
に
組
織
さ
.

た̂
も
'の
セ
_あ
る
。
‘ 

■

-
. 

. 

• 

-
- 
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.:
更
に
1

廉
進
仅
と
、1ぺ
多
ぐ
ゆ
村
落
が
枏
結
合
し
、
こ
.
.の
結
合
の
結
果
、.
充
分
に
_

通
女
ぶ
ビ
と
狀
1
で
ぎ
る
#

^

大
ぎ
、
、

1

づ

の

置

な
社
.會
极
..形
成
さ
れ
冬
0

U
れ
が
國
家
.(§

A
Z
C
)
；

で
あ
^

o
.ぞ
れ
は
も
と
も
i
m:
に
生
：0
た
め
に
藤
^
|し
た
^
,(2
>
-で
.は
^
苓
が
、
し
か

-.
 

.
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#

ぐ
坐
#

る
だ
め
^

存
崔
す
'

苓
も
.

の
で
あ
る
0
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.
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.;ァ
'リ
：ス
め
ち
レ
ぇ
は
共
陈
體
の
：超
源
ゼ
'
馨
か
ら
村
落
へ
と
歡
ネ 

「

_
麫
の
；̂

加
ら
舐
り
瓦

つ
終
辑
の
\
氣
查
な
る
共
同
體
ば
國
家
せ
あ
名
d,.そ
.

れ
防
鲂
にW

4
S

T

自
'

-

^

足
の̂

纪
鐵
限
^
達
ロ
た
^

办

で

あ

づ

^

’
そ

扣

呔

も

ー

と
も
と
«

に
生
き
て
.ゅ
ぐ
.た
.め
'ぬ

生

愚

し

だ
© '
で
は
あ
る
が
、
、善
ぐ
生
^;
芩

た

め

に

衝

莅

：し

：て
'
ぃ

^ '
如
瓶
に
ょ
0 .
て
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存
莅
.す
る
共
同
體
の
完
i
,
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
.の
先
行
共
同
体
.

(

家
、
村
落
.

〕

と
同
様
に
自
然
に
ょ
つ
て
存
在
す
る
。
國
家
は
C
れ
ら
の 

共
同
體
.の
極
致
.や
あ
??
.
:、
，̂

じ
て
事
_

<7
)
'自
然
と
.は
そ
.の
# '
極

-3
1:

_
冗
成
.に
.あ

を

か

：ら.で
教
芯
.ナ
^;
^-
ぅ
^̂

电

g

終
極
に
達
し
た
ど
蓬
、
4

の
終
極
^;
ね
れ
勤
は
そ
れ
ぞ
.
れ
、
。
そ
.

ゆ
ぎ
の
啟
良
然
<

衣
性
>

と
'
い
す
か
€

.
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:と
い
.い
終
痕
と
い
ぅ
.：は
、
.最
善
の
も
の
で
あ
名
が
、
自
足
は
ま
さ
に
そ
按
_
ら
目
的
で
.あ
.り
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善
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も
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^

へ
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、
ぃ
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：
以
上
，述
.ベ
：た
理
由
か
ら
し
て
、
國
家
ば
自
然
把
よ
つ
ゼ
存
在
す
名
も
&
今

-づ
で
あ
り
、
そ
^
で
人
間
は
^

■ X
8 

)

■'
..
.
-
< 
' 

.

.

.
- 

! 

. 

... 

:
:
.
[
,

.-
•
へ 

'
*
.
-
: 

. 

- 

' 

. 

.

•

.
 

'

へ

.

,

.

I

I

は
明
か
I

冬
。
偶
然
I

つ

て

で

受

く

，

も
&

け
れ
ぼ
入
問
以
上
-の
：も
の
で
あ
吝
。
か
が
る
人
間
は
へ『

民
族
も
取
ぐ
、
.法
も
な
ぐ
、
爐
邊
も
な
き
人
間J

T

と
ホ
メ
. ロ
ス
が
非
難
し
た
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.
卽
ち
人
間
は
、
'常
に
碰
の
人
亂
と
共
に
生
.き
る
^ :
>い
う
こ
.
.と
を
そ
の
本
性
と
ず
る
も
の
：で
あ
る
。
.他
の
人
間
と
生
活
を
井
.に
す
る
と
い
.. 

う
こ
i

は
人
間
に
內
在
す
ざ
本
能
で
あ
备
。
か
く
し
て
先
ず
最
も
單
純
な
る
社
會
で
あ
る
家
■

が
生
じ
.、
次
い
で
村
落
、
最
後
忆
最
も
發
：
、

. 
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く
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，
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達
し
た
社
會
形
態
^
し
.て
の
國
家
が
形
成
さ
4
る
。
從
つ
'て
國
家
は
人
エ
に
よ
つ
て
造
ら
れ
.た
も
の
で
な
く
、
自
然
^
よ
つ
て
生
じ
た
も 

■C
D
で
あ
名
o
:
.
人
間
が
國
家
を
營
ん
'

P

坐
活
す
る
こ
.と
は
人
間
の
止
む
べ
.か
ら
ざ
る

自
然
的
欲
求
か
ち
生
ず
る
.の
で
あ

る
が
、

そ

れ

は

輩

に

. 

人
亂
生
活
の
：本
性
の
發
露
で
あ
り

!.
>
そ
う
し
て
國
«

に
よ
づ
て
人
間
生
活
の
本
性
を
^

揮
す
Z
.こ
と
：は
、
：卽
ち
最
善
の
‘生
活
た
^

m
以
で 

.あ

.
^
o 

.

.

こ
れ
.が
.ア
リ
.
.ス
ト
テ
レ
.ス
©.
^
う
.と
.
£ろ
.：で
.あ
る
'0
C
の
點
.^.
お
い
：て
彼
.の
國
家
觀
は
.、
フ
ラ
ト
ン
士
同
樣
で
あ
つ
.て
、
力
の
國

;
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家
な
る
も
：の
.は
、
.，

u

れ
'に
よ
つV

相
互
の
利
益
を
貫
徹
し
よ
う
と
い
う
.功
利
的
見
地
か
ら
、
契
約
圮
よ
づ
て
人
’エ
的
に
造
ら
れ
た
も
の
で
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あ
る
と
す
#
ソ
ピ
ス
卜
やH

k
v

ロ
ス
の
.所
謂
國
家
契
約
說
と
'は
根
本
的
に
異
な
^
も
の
‘で
あ
冬
^

.ソ
ピ
ス
ト
、
.特
にH 

ヒ
ク
“ロ .

ス
ば
徹
底
し
た
個
人
主
義
の
立
場
か
ら
出
發
し
て
ヽ
個
人
の
生
活
の
平
安
と
幸
•福
を
確
保
す
る
た
め
の
手

• 
. - 
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.
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.

段
と
し
て
の
國
家
の
，存
在
を
推
理
し
、，
各
個
人
の
契
約
忙
基
く
功
利
的
組
織
が
國
家
の
成
因
.，で

あ

る

と

考

え
.た
。
國
家
は
個
人
の
生
活
め

幸
福
の
た
め
の
功
利
的
施
設
に
外
.な
ら
な
.い
の
.で
あ
つ
て
、
何
！
|,の
超
砠
人
的
權
威
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
國
家
を
營
ん

• 

-• 

•
•
•■•
•
•
•
•
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で
、
.そ
の
權
カ
に
服
し
、
•
法
律
に
從
う
の
は
、
そ
う
す
“ゃ
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の
生
活
に
お
け
名
苦
の
總
量
を
.小
さ
く
し
、
快
の
：總
量
を
大
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き
く
寸
る
か
ら
で
ぁ
名
。
か
か
.る
功
利
が
國
家
成
泣
の
根
據
で
あ
り
、
目
的
で
：あ
る
。
卽
ち
國
家
i

は
人
間
が
そ
の
知
性
の
進
歩
に
よ
つ

て
蠻
風
を
克
服
し
、'
以
て
文
明
開
化
の
‘福
祉
に
與
が
ら
ん
が
た
.■め

に

萬

人

相

，約

じ

、

.相
結
ん
で
^

す
と
こ
ろ
.の
絍
合
に
外
な
ら
な
い
。
.こ 

れ
が
ソ
：ヒ
ス
ト
やH

ピ
ク
ロ
ス
、
わ
け
て
も
.

H

ピ
ク
ロ 

K
'

の
功
利
主
義
的
、
契
約
的
國
家
觀
で
あ
る
。

し
か
し
ギ
リ
シ
ャ
哲
學
及
を
ギ
リ
シ
ゃ
文
化
.の
中
樞
を
故
し
、
ギ
リ
シ
ャ
精
神
：1
贱

に

ー

貫

し

た

特

徵

は

何

ど

い

っ

て

%'
、

自

然

に

っ
 

%

て
.も
、
社
會
に
っ
：い
.て

も

、
.
*
人

に

っ

い

て

も

、
：
物

に

.っ
い
て
も
、
常
に
；全
體
：を
主
ど
じ
、
部
分
杉
從
と
す
名
全
體
主
義
的
な
見
僻
で
あ 

つ
た
。
ブ
ラ
ト
ン
と
共
に
ア
リ
ス
ト
ー
ア
レ
ス
.の
®
家
觀
が
そ
の
典
型
的
の
も
の
で
お
つ
た
。
彼
等
に
お
い
て
は
、
國
家
が
先
で
あ
つ
て
、
 

個
人
ほ
後
で
あ
っ
た
。
.全
•體
た
名
國
家
は
部
分
た
る
個
人
に
絕
對
的
に
優
位
す
名
實
體
で
あ

る

。.個
先
ず
あ
っ
.て
、，
こ
の
個
.の
：た
.
め

に

國

 

家
が
あ
る
z>
«

は
な
い
。
國
家
先
ず
あ
り
、
こ
.の
國
家：

の
裡
ic
已
を
沒
し
て
•こ
そ
始
め
て
個
は
生
き
；る
の
.で
あ
る
'0
.
_

「

國
家
學」

に
は
、
 

こ
の
間
の
消
息
を
明
確
に
說
く
左
の
狐
#

一
節
が
あ
る
。 

:

)

f

v

ホ
®

^

.(

國
家)

.

は
本
性
上

(

自
然
©

頫
序
か
.
ら

ぃ

ら
.3

家
族
及
次
個
人
東
先
行
す
名
。；.
何
故
な
&

ば
、
全
體
は
必
然
的
に
部
分
に
先
行 

.す
る
か
'
ら
で
あ
る
。
■た
と
■え
ば
身
體
.
全
部
が
破
壞
さ
れ
た
と
き
に
は
、.
も
は
や
手
も
■
足
も
.

い
。
死
人
.

の
手
足
と
呼
ば
れ
^

も
.
の
は
、
'石

で
造
つ
だ
手
茫
手
と
呼
ぶ
の
と
同

じ

意
味
で
、
手
足
で
あ
る
に
.す
ぎ
な
い
6

チ
や
足
は
そ
の
働
き
や
嫌
力
：に
ょ
つ
て
手
足
と
し
'で
規
定
さ

•
 

• 

.

れ
名
の
で
：あ
名
か
ら
、.
そ
、れ
ら
が
最
早
や
そ
の
特
殊
の
性
質
を
も
允
な
.い
：と
き
.は
、
同
じ
手
足
で
あ
る
と
い
ぅ
乙
と
は
で
き
な
い
。
0
 

同
じ
名
を
.

も
： .

つ
て
い
る
だ
け
%
の
で
あ
る
.
0か
く
て
ポ
.リ
ス
'が
自
縣
に
ょ
.つ
て
存
在
し
、
個
人
に
先
行
す
る
：こ
：と
は
明
ら
..か
で
あ
各
。
.何 

故
.な
ら
ば
も
し
も
個
人
が
孤
立
さ
せ
ら
.れ
.夸
と
自
給
自
足
.で
き
な
'く
な
り
、
從
.っ
^

個
人
は
.ポ
リ
ス
に
對
し
で
、
全
體
に
對
す
る
部
分
の

關

係

ぬ

：立

.っ
こ
と
に
な

.名
。

共

同

生

濟.：

(

祀

會)

の

ぅ

ち

：に

生

き
^
こ
.と

©
で

き

な

い

も

，
の
、
：

.若
し
ぐ
は
自
足
せ
る
が
故
に
そ
の
.必
要
5:
^

• 

 ̂

.
て

.
Q)

. 

.

.

. 

•

有
せ
ざ
名
も
の
.は
.ボ
リ
ス
の
成
員
で
は
な
く
、
：從
つ
^
獸
か
神
に
違
い
な
：̂

.
で
あ
名
。」

ゝ
彳
彳

右
の
引
用
か
ら
明
ら
か
^

ょ
ち
.に
、'
國
家
は
.全
體
と
し
て
.個
人
に
先
行
す
名
て
あ
た
.か
も
身
體
か
ら
切
'り
離
ぎ
れ
た
手
足
が
も
は
や
手

T:
;
=
v スハ|'
;
;
.テ
レ
ス
©:
'
社
會
捃
想
.：
-
:::
-

.

-

:.
■

.七

.(11-

一一

七)

.



':
3
印
學
會
雜
誌
：篏
四
.十
茏
樣
：.笫
西
號
パ
：
.：

.

'

'

八

.
2
1
1八>

.

:

足
の
働
き
%:

し
な
い
’

よ
う
^

、
：
個
人
0

獨
立
_

(

自
立
.

&

域
完
牽
に
斧
兒
さ
.

れ
て
W

各b
:

.

こ
.

振
味
線
が
友
-&
#

有
概
騰
的
>

,

_

膨
主
» :
的 

.

断
家
觀
で
.

あ
.
つ
：.て
？
フ■
ラ
ト
ン
に
^

い
.
.て
も
;>

.>..
ル
^

ど
呢
_

な
^ :

呢
は
1,
:

^

す
.
.こ
.
_と
が
で
き
.
な
い
0

.

か
り
.

に
^

れ

、だ

げ
.

の

典

據.
^

よ

つ

，

•
て
«
斷
す
れ
ば
.、
何
人
も
ア
^

ス
；h

テ
レ
ス
_を
徹
底
的
衣
全
體
.主
義
# ;
:と
見
る
紀
躊
_
し
.每
い
で
あ
^
ケ
。
：&
G
み
^

こ
や
引
M
拿
^;
©:
:

1
a
前
の
個
所
で
、
T
ル
ス
ト
テ
：レ
ス
'は
右
の
見
解
金
茶
定
し
啟
い
迄
も
、'
と
れ
を
.緩
和
し
V

.-
f
l
l限
す
る
と
思
わ
れ
#
:お
う
怒
個
人a

i
i

の 

見
解
を
述
べ
て
い
る
Q
そ
の
要
^

を
述
.ベ
名
と
、
.ポ
ゾ
ス
的
動
物
で
あ
る
こ
'と
だ
げ
が
人
賊
ぢ
規
定
す
る
も
§
で
味
な
い
。
蜂
や
そ
の
•
 

や
群
棲
動
物
む
亦
ポ
及
ス
的
動
物
で
あ
名
。
人
間
が
彼
等
^
異
な
杏
の
は
、、
.:
:

;

3

「

に
言
語(

^
コ
5-
を
も
つ
が
^

で
あ
^.
。
言
語
ば
單 

な
る
音
聲
で
は
な
い
0
.0
他
©
動
物
で
：も
快
苦
を
感
。
て
、
へ
そ
.攸
釔
瓦
に
知
ら
せ
含
旬
&
と
.
.の
.で
悉
も
_
か
は
、
.音
聲
をs

快
苦
.の
し
る
し
，
 

と
し
て
使
：つ

.し

か

る

に

言

語

ほ

、
：利
一
益
：

t
不

利

益

、

：

從

：つ
：て
：正
：

不

疋

と

を

解

別

す

.る
た
め
に
役
*:
つ
も
の
セ
お
^
。
だ
か
ら
：
 

言
語
.を
も
つ
^
:と
：は
、.書
扣
惡
、
正
と
不
芷
等
^
つ
い
て
"の
知
覺
カ
を
有
ず
冬
と
と
、に
外
な
.ら
.緣
い
0
:か
か
^

能
ガ
&-
有

す

：
る̂-
办

の

結

合
が
家
族
や
ポ
リ
ス
を
成
り
立
た
1

め

る

も

の

で

：
あ
-る
0

、
>

•■

■. 

.
■

■ 

. 

.

.

. 

* 

.:
■
.
■
.
.
 

•

こ
こ
紀
.注

意

す

ベ.逢
は
、

口
：ゴ
ス
亦
人
間
關
係
を
媒
介
す
冬
も
の
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
と
'と
で
：.あ
各
。
社
#

は
ロ
キ
ス
に
よ
る
賢
踐
. 

に
よ
つ
.て
成
立
す
る
。
言
語
、.
/卽
ち
ロ
ゴ
,ス
始
よ
名
自
他
の
結
合
關
係
が
.人
.間
共
同
體
：の
根
柢
で
&

る

。
：と
卜
う
’
こ

と

は

人

間

醍

係

が

相

 

互
の
.理
解
的
交
通
で
あ
り
' 
そ
う
'し
て
こ
の
：相
瓦
的
理
解
が
善
、
' 惑
へ
.IE
、
不
正
の
知
覺
を
含
む
と
.い
う
こ
.と
'に
外
故
6;
な
い
0
.か
く
し 

て
始
め
て
人
間
關
係
が
成
立
す
冬
こ
と
が
-で
き
.名
。
こ
の
よ
：う
に
ロ
ゴ
ス
奴
：人
間
關
係
に
お
げ
卷
善
、
.惡
、
：.正
、
.雜
办
.告
知
、
辨
跳
を
使
. 

命
ど
す
る
こ
■と
.は
正
に
入
儉
の
成
立
を
物
語
る
も
の
.で
.あ
<3
て
、:
そ
.れ
は
叉
&

«
的
意
味
に
お
；け
名
_

^
的
*
同
體
を
人
倫
的
戎
励
體
に

迄
高
め
.る
。
こ
こ
'に
卓
越
せ
る
.意
味
に
お
.け
る
人
倫
的
組
織
と
し
て
國
象
が
成
立
、す

令

善

、
'
惡
、
金

、
邪
を
5:
に
吿
知
し
合
う
ロ
ゴ
ス

. 

‘
• 

- 

- 

... 

- 

 ̂

' 

.

よ
令
て
、
國
家
と
ぃ
ぅ
人
倫
的
共
同
體
が
成
立
す
名
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、.
令
こ
に
少
ム
も
.、
そ

の

ゴ

X:
、を
語
芯
限
り
に
お
'

《

て
.の
、

卽
ち
".
コ.
み
の
主
體
.と
し
で
の
個
人
の
獨
立
性(

自
主
性〕

の
存
夜
を
認
め
な
け
.れ
ば
な
ら
た
い
こ
と
に
な
名
で
あ
ろ
ぅ
。

ロ 

、、コ
之
に
ょ
っ
.
.で
語
ら
-
.れ
.を
こ
ど
の
內
容
が
、
t

と
ぇ
共
同
體
の
偸
理
で
あ
力
、
人
間
と
人
間
と
の
關
係
に
關
す
名
秩
序
で
あ
つ
.て
、
必
ず 

し
も
佩
人
を
職
..立
的
^
親
定
ヤ
る
も
办
'亦
括
な
い
把
.し
て
も
、
こ
れ
を
語
冬
名
の
は
雕
然
と
^

て
顧
人
で
あ
名
。
こ
；

J

に
ア
リ
ス
ト
テ
レ 

ス
は
»
極
的
贮
と
.そ
離
^
で
^

\^
,%
於

烬

、
：
彼

办

有
_

牆
^
.
^

賸
主
氣
的
風
想
办
^

に
0

^

:叉
酿
人
齑
視
：の
_

人
主
.
阶

な

側
@ :
ゆ 

存
夜
す
^
こ
ど
を
氣
逃
し
て
は
な
ら
な
い
'.
0

_ 

• 

.
 

.
 

.

.
•■

• 

. 

•
 

- 

' 

<

• 

• 

. 

• 

. 

. 

.. 

■
-
.
.
.
.
し
. 

• 

• 

•
. 

.

. 

; 

. 

• 

,

か
く
て
V

國
家
に
け
る
個
人
は
、

.
身
體
に
お
け
.名
乎
に
比
較
.さ
れ
名
^
し
て
も
、.
こ

の

手

：
は

今

や
/ロ
ゴ
ス
を
語
る
手
で
省
名
。
そ
ぅ

氮
吒
ば
國
家
に
.お
け
る
個
人
.は
ヽ
も
は
や
、
直
に
身
體
の
字
と
同
ー
.の
意
味
を
も
っ
も
の
と
は
い
.ぇ
な
く
.な
名
。.
個
^
の
主
體
性
が
認
め

'
 

-
 

. 

•
. 

.

.

. 

. 

' 

' 

.

、
ら
れ
る
知
.ら
.で
あr

る

？

ア
リ
：
ス
.K.
テ
.レ
-/
.ス
.
'
.
の
由
心
想
め.中
崆
强
靱
な
る
.全
體
主
義
の
.所
見
.
.と
同
時
气
 ̂

で
”寒

• 

■ 

.

.

. 

• 

. .

.

*

.

•.
.

.

.

.

.

.

 

.

•

.

.
 

- 

-

•

•

i
 

0

^

,
と
思
わ
れ
冬
よ
ぅ
な
^

<

主
義
盼
傾
向
の
#

^

す
.

る
&

と
は
®

に
^

^

ホ
べ
き
£;

と
啼
あ
る
.

0

な
/
5

i£
l

*

s

-庸
を
筚
&
、
'何
事 

^

折
衷
的
な
、
藤
ぐ
.

い
ぇ
ば
不
徹
底
な
彼
0

態
度
於
表
明
凑
れ
て
い
名
の
で
あ
各
。:

:

:^
ノ
，

.

ア
リ
ス
ト
テ
：：レ
ス
の
有
雛
■
的
、
全
賴
主
義
^:
®

^

:

1̂«
:;
に
：お
％
て
呔
ト
.丨
マ
ス
.

T
ク
ィ
ナ
.ス
に
ょ
っ
て
祖
述
、
敷
衍
さ
れ
、
-

班
に
現
^

に
お
.が
て
は
シ
ユ
。ハ
、ン
.
.
.
を
經
て
、
フ
ァ
シ
ズ
.ム
、
ナ
.チ

ズ
--
4

0
國
家
觀
の
支
柱
と
ま
で
發
展
す
る
に
.至
つ
た
。

.:

■ 

- 

- 

.

.

.

.
+ 

• 

.

.

••
.
. 

- 

■ 

' 

- 

' 
.
 

.

又
'-
1

ポ
リ
.ス
的
離
物」

'
の
.理

念

：は
，へ

利

己

主

義

的

人

間

觀

と

共

に

人

性

觀

上

の

,ー
大
潮
流
と
し
て
、
近
代
で
は
ダ
ロ
チ
^'
ス
、

ロ
ッ
ク

を
經
.て
七
ユ
：丨
.ム
や
ネ
ミ
；ス
.等
の
人
性
觀
.の

底

流

と

：な
.
.っ
て
.
.今
日
に
至
つ
で
 ̂

.

.

.
u
r
l 

B
u
t

 C
h
e
r

-.s
o
m
e

 s
t
E
e
c
t
s
.
o
f

 t
h
e
.
.
G
r
e
e
k

.oenius.: 3. 

@
<
3
,
、1
9
0
4
'
'
.

邦
.譯
山
布
波
文
邮
版
、
丑
：九
I

 ̂

0

2)
ア
.リ
.ス
ト
テ

.レ
ス
は
單
に
思
辯
に
ょ

.っ
て
理
想
國
家
，を
權
成
し
ょ..ぅ'と
'.し
.た
.プ
.
.ラ，
卜
ン
-̂

は

反
對
2
、
經
驗
’的
方
栳
に
ー
屯
っ
で
理
想
國
家
紅
構
成
ホ 

:
.
.
る
だ
め

£

五
八
：
2

制
を
集
成
じ
、
硏
究
し
た
。
彼

.0
--
-
|ア
7:
ナ 

' 

, 

,-.
•

.

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
肺
會
思
想

....、

、
•

 

r

 

.

.

.
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九

.

a

三
一
九〕

：
-
.
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I
k
o
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⑶ 
B
a
r
&
e
r
r
T
h
e
p
o
i
i
t
i
c

co'
o
f

 A
r
i
s
t
o
t
k
,

 p. 

i
i
i
.

和
辻

#
郞

爱

リ

^
的
人
問
の
倫
理
學
し
ニ̂

九
丨
ニ
ー
。

'
;

⑷

ア
リ
ス
卜

,ア
.
.レ
ス

'

「

國
家
學
.
^
.から
の
⑴
用
は
す
べ
て

B
a
r
k
e
r
.

 ̂

d
.

バ

、

，
. 

' 

'

(7

):

-息

(
p
h
y
s
®

t
い
う
で
と
は

;;
>
¥

リ
シ
ャ
思
恕
で
は

.、
_同
時
に

_
の
本
性
を
意
味
し
、
物
が

^
の
本
性
を
得
る
こ
と
は
、
卽
ち
善
で
あ
る
か
ら 

.，
■

災
:^
體
が
自
然
的
で
あ

:§
之

:̂
は
、
..同時
に
そ
れ

.が
^ -
値
狗
ヤ
あ
る
こ

.と
を
齋
味
オ
る

0
そ
れ
故
に
共
同
體
の
極
致
を
示
す
も
の
が
あ
る

.な
£>
-
ば
、
そ 

こ

れ
は
人

|1
0
生
活
に
と
っ
て
最
も
本
性
的
な
も

.の
で
あ
り
、
:

又
最
善
の

V
仏
で
あ
る
窖
で
あ
る
。
そ

^'
が

國

家

.
で

あ

る

.0

こ
の
夂
う

.に

^

3
ぼ
の
語
に 

.

お

い

，
て三
つ
の
も
の
、
卽
ち
自
然
的
、
本

# :
的
、
價
値
的
の

三
.侧
而
が
输

一、さ
れ
て
い

■る
o
人
間
が
國
家
を
營
ん
で
生
活
す
る
こ
と
は

.自
然
的

-必
架
か 

ら
在
ず
る
：の
で

^.
る
が
、
そ
れ
梂
卽
ち
人
問
生
活
の
本
蚀
で
，あ
ひ
、
そ
う
し
；て
國
家
に
ょ
っ
て

.人
間
生
故
が
本
性
を
發
撖
す
る
の

.は
、
卽
ち
最
#

の
生 

沾
た

.る
；
所
以
で
あ
る
。
'こ
の
統
ー
を
堅
持
す
る
-と

と

ろ
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；國
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い
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人
間
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動
物
で
あ
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と
い
う
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名
な
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句
は

.こ
の
個
所
に
起
っ
た
も
の
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あ 
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政

治

的
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代
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會
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わ
れ
て
い
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あ
る
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ス
的
動
物
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も
譯
さ
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幸
福
な
る
人
を
顿
姆
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す
る
と
い
う
こ

^
は
恐
ら
ズ
不
倐
理
で
务
ろ
う

0
思
う
に
何
人
も
孤

-リ
セ
>あ
ら
ゆ
る
善
い
も
の
を
所
有
.し
ょ
う
と
は
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な
い
で
あ
ら
う

0
人
問
は
國
家
的
動
物
で
あ
っ
て
、
他
の
人
間
と
共
に
生
治
す

^
と
い
う
こ
と
を
本
性
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
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人
問
が
綠
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他
の
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棲
動
物
以
上£
ポ
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ス
的
動
、物
た
る
理
凼
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明
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で
あ

.る
？
.自
然
は
徒
ら
に
は
何
も
の
を
も
造
ら
な
い
か
ら
で
あ
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..と
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ろ
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で
動
.物
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間
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み
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言
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ハ
ロ

ゴ
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ら
れ
て

.い
る
？
た
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£
ロ
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は
快

^
を
表
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す
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ー
般
に
動
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し
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い
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能
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あ
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快
苦
の
感
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し
て
、
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瓦̂
表
.わ
'す
程
度
に
ま
で
發
達
し
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い
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す
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ス
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國
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に

，
つ

.い
て
；考
察
す
る
^

こ
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「

家
族
の
.理
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國
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雒
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第
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卷
；の
大
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分
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占
め
て
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い
る
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は
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家
族
の
理
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古
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「
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と
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蚁
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對

し

哼
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れ
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.
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.
^
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|
を
惑
«

す
を
今
と
.g

g然
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c
,
反
^

る
。
^
人
^: 

、
奴
隸
と
；の
#

別
は
法
芡
碟
因
襲
^
基
く
も
の
で
#

っ
、
て
.
.
、
；
：
彼

等

路

献
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基
ぐ
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あ
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す

名V
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攻

擊
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根

柢

^
あ
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の
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^
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气
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又
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お
い
て
さ
え
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.の.奴
識
が
見
受
げ
ら
れ
1る
？
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そ
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.一

部
に
は
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キ
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商
人
の
手
：で
.輸

人

さ

れ

、た

購

買

奴

隸

が

あ

つ

た

.0
こ

の

時

代

に

は

ィ

ク

力

王
オ

デ
ユ
ッ
，セ
ゥ
ス
が
手H

.

に
巧
で
あ
つ
た
こ
と
か
ら
分
名
ょ 

ぅ
if
注
人
が
そ
<7
>
:
.跋
_

CD
.
.仕
事
を
^
傳
っ
X
も
.恥
と
.せ
.ず
ノ
奴
隸
が
耕
牛
.で
土
.地
を
す
い
た
後
か
ら
主
人
が
種
を
蒔
き
、
富
#
の
女
奴 

識
は
屋
內
で
主
_

と
典
^
猶
を
.織

名

と

.^
彡

風

に

：、
:當
時
矽
奴
隸
の
地
位
は
後
世
の
そ
れ
に
比
し
：て
可
な
り
良
好
で
、
敍
事
1

に
見
え
名
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m

潛

.り
と
大
差
が
な
か
っ
た
ら
し
い
，
_

、
ギ
リ
シ
ャ
、入
の
植
泯
卑
ょ
冬
異
民
.族
世
界
.へ
^
進

出
の
結
果
芒
て
、

^
 

奴
識
と
し
て
使
役
す
^

こ
と
が
漸
く
盛
と
な
つ
：て
き
た
。
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ッ
チ
力
ぬ
奴
！！
.
は
奴
隸
貿
易
：に
ょ
，っ
て
小
ア
ジ
ア
の
未
開
她
方
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
余
そ
め
犬
部
分
で
あ
っ
だ
が
、
こ
れ
に
f
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て
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ス
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タ
の
奴
隸
：は
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ロ
べ
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ト
と
陴
ば
^

て
會
'
て
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史
.

ア
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襲
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.
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買
奴
識
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^
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ど

見

當

ら

.
な
か
っ
た
。
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パ
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だ
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'
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な
士
讓
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す
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ト
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分
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^
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す
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っ

七

，
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.
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の
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れ
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.
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、

- 

.

T
リ
：ス
，
ト

テ

レ

，

ス
に
よ
れ
ば
、
奴
隸
仗
決
じ
て
獨

：立;©
人
袼
で
な
く
單
に
缺
''
<

^

:と

％

で
.
き

な
^

家
財
の
、
.

-

部
に
す
1ぎ

ぬ

。

人

間

，
で

は

'
. 

な
く
て
、
屬
で
あ
^

道
具
ヤ
あ
^
:
.唯
發
う
'と
こ
：
ゐ
：は

、

奴

隸

は

生

:§
-
ズ
^ -」

、
« 1
4
1琴
 

し
か
し
、

こ
れ
龙
け
で
杖
ま
だ
奴
隸
の
き
念
を
十
分
明
ら
：か
に
し
次
.と
は
^

ぇ
.な
，い
：0
:ア
リ
ズ
ト
.テ
レ
ス
は
、
.な
お
も
說
明
し
て
い
う 

に
は
、
.潜

は

、
.
'以
上
.

述

ぺ

た

如

く

生

命

の

.
有

無

.^

.い
う
顧
準
か
ら
分
韻
さ
れ
|

か

り

で

は

な

.:

.
<、
.更
に
令
一
か
の
標
準
卽
ち
ル
貨
の 

生
產
と
用

役(

サ

ー

ビ

，

ス)
の
生
產
左
い
う
點
か
.ら
.M
別
さ
れ
名
P:
:
.
前

者

は

生

產

の

道

具

で

あ
り
、
後

者

は

用

役

の

.道

具

セ

あ
る
'0
.
梭
ま 

前
者
に
屬
し
、
.
.衣
服
や
寢
臺
は
後
宥
.に
屬
す
名
0

そ

し

：
て
：奴

！

|
も
亦
後
者
に
屬
す
る
0
.そ
の
關
す
吝
と
こ
ろ
は
生
産
で
は
な
く
し
て
、
家 

族
の
生

活

：で

あ.る
0
«
‘物
の
.生

產

產

力

すf

の
.で
は

^
 ̂

.
生
潘
及
び
そ
れ
&

す
る
ず
、ベ
て
の
靈
に
協
力
す

f

の

で
あ 

名

奴
|
|
5貨

物
.の
.生
產
に
從
う
勞
働
者
で

1±
&
く
て
、
家

^-

で
'
サ

ー

ビ

ス

を

果

す

僕

婢

で

あ
^

0
.ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は

エ

湯

，
又

款

や

農

 

園
^

|
!な
ど
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な
お
全
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考
ぇ
て
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い
な
か
つ
た
よ
う
で
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/
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上

述

べ

た
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ろ

か

ち

綜

合

す
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^
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奴

！

t

と
は
役
務
を
提
供
す
名
生
き
た
家
財
で
あ
る
と
い
う
の
'

が

ア

リ

ス

.
ト

テ

レ
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眞

意

‘
で
 

あ
^

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
0

.

- 

. 

•

' 

:

• 

.
' 

. 

. 

.

.

. 

- 

ノ 

:

'.
. 

- 

. 

... 

.

, 

■ 

.

.

.

/'
•
..

. 

.

.

.,-

.
: 

■ 

■

■

:

:

:

.

:

：

ア
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ス
ト
テ
レ
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は
奴
隸
の
自
然
的
#'

在
を
い
か
な
名
論
據
に
よ
つ
.

て
證
明
し
a：
う
と
し
た
か
。

.

被
に
よ
れ
ば
、
穿
宙
叱
せ
支
配
と
從
屬
の
法
則
が
存
在
す
名
,'
0

之
の
法
測
は
生
#»
'

'

界
に
も
、
無
生
物
界
に
も
等
し
く
受
當
す
名
タ
お
よ 

そ
翁
個
の
要
素
が
相
合
し
て
單一

:

の
合
成
體
を
形
成
1

冬

自

索

妨

、必

ず一
つ
の
目
的
を
藏
す
る1

つ
.

の
；S

が
I

、
各

名

計

畫 

の
存
す
名
と
こ
ろ
に
は
又
必
ず

}
:

つ
の
要
素
の
優
位
S

■

雲
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他

：
の

要

素
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：
從

屬

(

被
支g

的
要
素
.
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.

と
い
う
事
實
が
存
在
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な
：

D

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
音
樂
に
つ
ぃ
：，て
も
ぃ
え
^

0

家
族
は
主
人
と
奴
|

|

と
'

の
結
合
.
で
ぁ
る
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'家
族
上
ぃ
ぅ
計
聋
は
——
*
.

方
の

支
配
と
他
方
の
從
屬
：と
を
要
求
す
芯
。
主
人
と
奴
隸
と
の
：關
係
は
宇
宙
を
.史
配
す
る
.、こ
.の
法
則
の
.
'0
の
.表

明

，で

あ

り

、

宇

宙

の

目

的

論
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計
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の一
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を
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す
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の
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麦
配
と
從
屬
4
い
へ
う
宇
宙
の
法
則
は
、
生
物
坭
に
現
わ
れ
て
は
"
精
神
；の
肉
體
亥
配
と
い
う
原
則
と
な
名
。
人
間
.が
最
も
健
全
な
る
心
.

.身
を
有
す
.る
限
り
、
精
神
が
肉
體
を
支
配
す
る
こ
と
は
.自
明
の
事
實
で
あ
名
o
奴
隸
の
，主
入
に
お
げ
名
は
正
に
肉
體
.の
精
神
に
お
け
る
•に
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等
し
い
。
精
神
と
い
：う
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性

力

を

も

：つ
#
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S
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^
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に

ょ.つ
て
||
ぇ

ら

れ

た

命

令

を

理

解

す

名

能

カ

し

か

も

た

な

 

い
者
を
支
配
ず
芯
こ
'

A
J

は
當
然
で
あ
る
。
奴
隸
.は
主
人
0

精
神
に
ょ
つ
て
支
配
さ
名
べ
き
一
面
の
肉
體
に
す
ぎ
ぬ
。
あ
た
か
も
主
人
自
身
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.
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.
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の
肉
體
が
彼
の
精
神
の
ヾ
支
配
を
う
_け
名
ょ
う
に
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.奴
隸
は
い
わ
ば
、
主
人
の
肉
體
の
.進
長
で
.あ
吝
。
精
神
の
.肉

體

支

配

.が

生

物

界

の

法

則

 

で
あ
る
以
上
、
精
神
た
る
主
<
が
肉
體
：た
吝
奴
隸
を
支
配
す
る
こ
と
は
-1
£
长
自
然
の
數
と
.い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0
奴
隸
の
存
在
は
法
又
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は
因
襲
に
ょ
る
.も
の
で
も
な
.く

、
，，
暴

力

に

基
X
.も
の
で
も
.な
い
。
^
れ
は
s.
r

の

法

則

に

基.V

1然
的
な
現
象
.で
あ
今
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'ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
し
て

.奴
識
制
を
肯
定
せ
し
め
た
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ヴ
の
■
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ル
バ
ロ
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異
民
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對
す
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ギ
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シ
ャ
人
の
執
拗
な
る
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偏
見
で
あ
つ
た
。
.ギ
リ
シ
ャ
人
，に
あ
.つ
て
は
、

傳
統
的
r
バ
ル
バ
ロ
ィ
蔑
視
の
風
潮
が
极
强
く
、
匕
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ッ
ポ
ク
ラ
テ
、ス
以
來
の
風
土
論
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リ
シ
ャ
人
の
優
越
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の
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論
的
根
據
と
な
り
、
，
こ
：の
風
土
論
を
繼
承
し
た
ア
：リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
ア
ジ
ア
め
.民

族

を

以

て

男

奴

隸

.と

女

奴
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と
め
結
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に
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い
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し

て

憚
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つ
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用
し
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異
浪
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脅
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す

名

激

し

い

：靡

廣

と

反

感

|:
示

し

て
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い

名0
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ル
"
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を
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視
し
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憎
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す
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餘
り
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; ^
?
，
？
隸
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で
.
.あ
：各
士
灰
し
、
と
れ
を
也
け
つ
名
：道

見

て

.少
し
も
ク
0
め
人
将
胜
を
認
め
ず
、
卿
て
こ
れ
を
家
財
の
一
部
と 

見
、ノ
こ
れ
を
奴
隸
と
し
て
灣
す
^
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に
.內
心
些
の
躊
躇
を
も
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え
な
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つ
た
の
で
あ
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平
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す
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關
係
が
あ
り
え
な
い
と
同
^

で 

な

^
。
.つ
ま
り
共
掘
サ

|

と
ブ」

ら
が
な
い
か

.;
&
.で
あ

-'
-
50
ザ
な

'«
ホ
规
識
：.は
也

^
:-
-
5遒
，與
で
あ
リ
、
逍

界̂

生
命
な
.
奴̂
隸
^ .
挺
つ
て

•. 

• 

,- 

, 

- 

- 

- 
 ̂

 ̂

' 

. 

-

,-
•
、

. 

- 

- 

.、
< 

- 

- 

I 

■ 

-. 

.. 

.. 

• 

? 

-

あ
.る
限
.り
、
こ
れ
と
の
衣
人
關
係
.は
あ
”
え
ず
、
そ
れ
が
人
陶
で
あ
る
限
り
.に
お
い
て
の
み
友
人
關
係
が
成
ジ
立
つ
の
で
あ
る」

(「

-一
コ
マn

ス
倫
.理

.
ー
學」

、
邦
諍
四
三.

D
-
.
:

-...'.:- 

:
 

:
.
.
、
.::

⑶

-Aristotle; 

o
p
r
c
i

r.
p
;

1
1
'
B
a
r
k
e
r
M
S

 N
o
t
e
.

.
 

.

.

- 

- 

- 

. 

.

.

.

:

•

.

パ'
.
'
.
.
- 

.

.

• 

' 

•

(1
0
).'
村
川
愍
太
郞
、

「

ギ
リ
シ

>
.硏
究
入

§:」

四

.三
：

. 
'パ

■
"
、
.

、

，
'

 

.
へ

、
パ

-■
■-
:■
，
 

一
.
.
.■.
-■
■-
•■: 

.- 

.

.
/

.

 

: 

i 

——

.

：

<-
, '

ノ . 

'

.

.

.

. 

.
-
.

■
., 

.

. 

.

.
,
.
•
. 

- 

.

.

.

. 

.
■
- 

.

. 

\ 

•- 

.

:

.

■

 

.
 

.

.

.

. 

/

.

.

-  

.

、'
.
.，■一'
'
：

' 

.'、
..
'四

.

, 

.

.

■

.

 

. 

. 

- 

.- 

,

.

.

.
:-■ .

:'
■
,
'
マ
•
.
.
,
■.
.

. 

, 

.V 

- 

• 

• 
/

■

ノ 

■' 

-
-
:
•
.
: 

V
- 

H ..
'
.
*
-
- 

;
• 

: 

.

.

. 

.
- 

• 

: 

. 

- 

'

•'
■

-

.

' 

I

ス
I

レ
ス
'管

己

の

抱

I

I

想 

.

る
が
、，
. ^
ず
問
揭
と
さ
れ
た
の
.は
。フ
|フ
ト
ン
'(
7
5
'

「

ポ〗

リ
.テ
イ
ヤ」

で
あ
る
0

^

.

■ 

爾
し
て
嚴
1>
い
批
判
そ
加
克
名
と
共
に
启
.己
.の
財
產
論
を
展
開
し
て
い
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會
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特
に
犬
切
に
扱
ぅ
.が
ク
.其
有
物
.と
な
名
と
、
兎
角
：注
意
を
怠
り
、
；棄

に

扱

ぅ

上

い

ぅ

の

は

人

情

の

常

V 

•
 

.

.

.
で
あ
名
？
共
有
物
去
な
名
と
#

に
自
分
が
世
話
し
な
い
で
も
、誰
か
が
靣
倒
卺
見
て
く
れ
^

だ
2>
.ぅ
と
«
ぇ
.て「

、.と
か
く
自
分
.の

會

然

な

/

'
.す
べ
き
.義
務
を
怠
.り
が
ち
に
な
多
^Q

で
：あ
冬
0
:
'妻
チ
於
共
有
物
.と
な
れ
ば
、
矢
張
り
右
と
同
様
の
.目
に
逢
ぅ
こ
'と
は
.必
定
で
あ
る
。

- 

■
,
 

、
.- 

- 

,
 

.

.

. ■

㈡

ブ
ラ
ト
ン
は
妻
子
共
有
制
に
ょ
つ
て
、
親
子
關
係
が
認
知
さ
れ
る
こ
と
を
防
ご
ぅ
と
す
名
が
、
こ
れ
は
實
際
に
お
い
て
出
來
な

. 

.

.

、
 

が
 

：

.
' 

.

.

.

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
社
皙
忠
恕 

/
 

「

セ

i

s

 

-

. 

.

.

.

S. 

. 

• 

• 

- 

- 

' 

. 

• 

-

:
>:
ぐ
ン
.
,..ノ
.'ン 

.'?
v
.

-,:
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..ぃ
人
'
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、
'
:'
'■ 
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/

.
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:
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パ
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;
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デ
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ベ
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.

へ.V、

い
相
談
で
あ
0丈

、：：：

所

訟

、

形

貌

の

：、相

似

は

必

ず

親

子

關

孫

を

認

知

さ

せ

：少

r.
は
措
か
な
い
。
父
子
の
相
似
は
#

わ
れ
な
い

も

の

.

.

.

.

• 

• 

■ 

. 

> 

. 

• 

•
.

;
:

で
あ
：'つ
て
，

そ
め
た
め
：に
親
字
關
係
は
忽
ち
發
見
さ
れ
る
で
あ
.ろ
3
 :v

•丨
 

■
' 

ノ 

2

壬
典
有
制
の
：た
め
に
、
_血
緣
關
係
が
不
明
也
な
れ
ば
：、
'父
#
や

近

親

に

對

：す
各
暴
行
ハ

'
:殺
人
、
裏
等
の
罪
惡
が
必
ず
頻
發

す
る
ば
か
办
で
.な
ぐ
、
'-
'
-父

と

娘

、
；
母

と

息

乎

？
：：兄

_也

妹

等0
間

に

破

倫

行

爲

：の

起

冬

こ

ー

と

を

妨

ぐ

と

と

が

で

き

な

く

な

る

？
'

:
•
.
. ...

:
ン，

■

■.
.
 

へ'
.
.
-
.
.
' 

.

.

,
'■- 

- 

■
; 

-

•"■
•
.
>
:
2
妻
子
共
有
制
は
ブ
.ラ
ト
ン
、_の
欲
す
务
ょ
，ぅ
.1€
、
：
支
配
偕
*

に
對
.し
^
こ
れ
.を
行
ぅ
ょ
.り
も
.、
む
し
/>
農
民
等
の
被
支
配
階

.
 

. 

. 

•
•

•
•
•
• 

- 

-
• 

• 

• 

, 

.

へ
對
し
て
.行
つ
た
方
が
却
^

て
ブ
：.ラ
ト
ン
の
本
來
め
目
的
に
添
ぅ
所
以
で
ぼ
あ
^
ま
5
が
9
'
い̂
ぅ
の
は
、
.
_
子
共
有
制
の
た
め
に
亥
愛

:
:
:
:
へ
精
,

が
廳
殺
さ
れ
、
そ(

の
結
果
ハ
.铍
支
配
階
級
が
從
順
と
な
り
7
革
命
的
で
な
く
な
名
か
ら
で
：あ
吝
0
:
:パ^

^

:

•
 

\ 

«■
 

.

.

.

パV
';
:、®
.
:
:
妻
子
共
有
制
は
、
'そ
れ
に
ょ
0
そ

國

家

の

統

一

を

强

化

す

夸

っ

；
も

り

で

あ

^
が
、
結
果
は
.こ
れ
.に
反
し
？
却
つ
て
國
家
の
統J 

,

を
弱
化
す
る
こ

と

に
.な
ろ
.々
。
本
來
友
愛
精
神
な
^
も
の
ば
國
內
の
動
亂
め
危
險
に
對
す
る
«
善
の
保
證
と
な
名
S

の

で

.あ

る

が

故

に

- 

■

■
■-
.
-

 

. ノ... 

'

. 

, 

■
■
'■
■
■ 

■ 

.

■

國
家
の
最
大
&
と
考
ぇ
6)

れ

：
て

い

名
0

、
ブ
ラ
ト
，ン
が
讃
美
し
，て
い
名
の
は
«

^
の
統
.

|

で
：：あ
る
が
、
.

こ
.の
«

一.
こ
そ
は
プ
.
ラ
ト
；

X

に
ょ
、
.

れ
ば
友
愛
精
»

の
賜
物
で
あ
る
と
い
ぅ
。.
し
か
^
に
妻
子
，典
有
制
版
こ
の
.友
愛
精
神
を
減
殺
す
る
も
の
で
：あ
る
か
ら
、
.國
家
の
.統

1

も 

.

.亦
當
然
弱
化
さ
れ
冬
こ
と
に
反
る
で
あ
ろ
ぅ
。

，

ノ
 

• 

• -
 

、. 

+ 

. 

. 

•

次
い
で
ア
.リ
.ス
.卜
テ
レ
.ス
は
財
產
共
有
^

(

共
產
：主
義
4 

:

: 

.
:

_

の
昆
.各
ど
こ
ろ
に
ょ
れ
ば
、
先
%
財
產
共
有
制
ほ
生
產
物
の
分
配
土
：に
お
い
て
多
大
の
_困
難
を
も
た
ら
す
。
卽
ち
、
そ
の
提
供
す
る

:

:

.

■

l-
i
■
.'
.
:■'
■

:

-

.

,

..
:■
‘'

」 

....:

-

.

勞
働
と
與
先
ら
れ
る
報
酬
と
の
.

間
に
平
等
を
期
す
名
こ
.

と
は
極
め
て
困
難
な
と
と
で
あ
名
？
餘
計
に
勞
働
し
な
が
ら
S

少
い
報
酬
し
か
受 

„

け
な
い
智
比
少
し
し
か
勞
働
し
な
い
，で
、
'

餘
計
の
報
酬
を
受
け
名
者
杧
對
し
て
s

'

必
ず
不
滿
を
も
ち
、
：'
反
感
を
.
抱
か
ず
に
は
措
か
な
い
。

. 

と
の
よ
う
な
分
.
配
上
.

の
：
悶

着

は

い

：
加

に

處

理

t

れ
.
る
.で

漆

ろ

う

か

。
.：

：.
-…

^

^

:
:
、

&

の

ょ-
ぅ

：な

：
單

純

な

經

濟

學

的

批

判

：か

ら

進

ん

で

.

ア

リ

，
ス

广

テ

レ

.
ス'
は
偷
理
學
的
批
判
に
人
る
。へ
財
產
共
有
制
と
私
有
財
產
制
と
の
是
.

•

 

.

.

 

-

 

.
-

 

.

 

乞- 

-
-
•

'
非
め
批
判
は
銜
理
.
學
的
見
地
に
ょ
.
つ
そ
始
め
て
可
能
で
：あ
る
。
と
こ
に
ア
リ
ス
K

デ
>

ス
©'

共
產
主
義
批
評
の
、重
點
と
特
徵
と
が
あ
る
。

.蛾
に
'
ょ
れ
ば
、
共
產
主
義
は
倫
理
學
的
要
'
求
を
滿
足
さ
せ
各
2_

と
'

が
で
き
な
い
.
0
“

そ
れ
ば
人
間
の
_

然

本

性

に

背

反

ー

1

名
。
そ
の
理
由

は
こ
ぅ
.で
：あ
ざ
、
そ
も
そ
も
、
自
分
自
身
hに
對
し
、
更
に
自
分
：.の
所
有
_

に
對
し
で
特
脚
の
#'
情
を
抱
く
こ
.と
は
人
間
に
.自
然
に
植
え
つ

•
 

* 

.

.

 

-

 

.

 

.

 

.

..
け
ら
れ
た
感
情
で
.あ
•つ
，
て

、

決

し

：
て

單

：
な

.名
出
委
せ
の
衝
動
で
'ぼ
な
い
0

こ
0

• 

■ 

- 

. 

. 

• 

. 

, 

. 

.. 

' 

-• 

.

.
へ

が
生
れ
各
。
：_
己
愛
ほ
麋
々
利
0
的
だ
と
し
：：て
非
難
さ
れ
名
.が
、
非
難
さ
.名
べ
.き
も
、の
.は
自
己
愛
そ
：の
も
の
で
.は
な
く
し
て
、
.過

度

の

自

,
 

己
愛
で
あ
る
。
同
様
非
難
さ
.̂
へ

 '
き
も
の
は
金
錢
愁
で
戍
な
く
し
て
遍
度
の
金
錢
愛
で
あ
名
。
.自

分

や

財

產

，や

金

錢

等

杧

對

す

名

單

純

 

な
多
愛
情
.は
：誰

，
^
で
も
通
有
な
普
遍
的
感
情
で
あ
各
。1
又
人
間
は
そ
の
友
人
や
客
人
や
同
志
.に

對

し

て

親

切

：を

盡

し

た

り

>

 

援
助
を
興
え 

f

す
I

I

無
上
I
f

著

f

s

t

-'
°
太

|

雙

湯

ず

る

親

猶

や

援

助

衣

ぅ

も

|

&

^

が
私
有
さ
れ
て

い

名

锡

合

：に

始

め

.

て
出
€

存
と
ゼ
あ
'

つ
て
’

財
產
共
有
制
の
下
で
：'は

：
到

底

出

來

な

：
い

こ

>

で
あ
名
。
こ
の
ょ
ぅ
ビ
人
間
の
自
然
感
情
の

•

 
■

滿
足
や
友
愛
本
能
'0
滿
足
か
ら
.生
れ
て
く
名
謇
悅
と
5̂

も
の
ぼ
、
い
ず
れ
も
私
有
財
産
.の
赐
物
で
あ
つ
て
、
財
產
典
有
_

の
下
で
.は
絕

一
 

..

..

 

..

.

一
.
.

 

.

 

-

:

對
■に

經

驗

す

，名

と

と

は

で

き

な

s
，
..

金

錢
.に

對

す

答

廳

揚

の

，
德

に

つ

■い
：て
も
亦
同
樣
で
あ
る
。
與
ぅ
吝
も
の
を
何
も
持
つ
こ
と
：が
な
け
れ

-

 .
.
. .

 

-

 :

 

. 

,

 

.

.*
■-
.
 

. 

‘ 

. 

: 

- 

- ... 

■ 

: 
,
 

.
 
.
 

ノ

ば
> 
與
ぅ
名
德
を
有
つ
と
と
は
で
き
な
：い
か
ら
で
.あ
る
。
か
く
見
る
と
私
有
財
產
.は
人
性
の
.根
本
的
要
求
：で
あ
り
.、
從
つ
て
人
格
そ
の
も
h

:
■
■
■-■
./' 

■ 

■ 

•

.
の
の
裡
に
根
差
す
も
の
.で
あ
：つ
：て
、
道
德
的
意
志
.の
.實
.現
に
缺
く
こ
と
の
で
き
.な
ぃ
も
'の
で
あ
^
と
^-
ぅ
.こ
と
が
明
ら
か
.で

あ

，る

。

こ
れ

 

.
:を
反
商
加
ら
ー
い
え
ば
財
產
共
有
制
は
入
性
紀
背
反
す
名
と
れ
.
.ぅ
こ
：と
が
.，で
き
^
0 

.
パ

,:;
. ̂

:

'

,

. 

:
■■

'•
-
.
.プ
ラ
ト
シ
：は
今
日
の
政
體
め
'下
.に
發
生
す
各
種
々
.
0弊
害
ぃ
例
え
ば
僞
|
^
,金
持
へ
.の
追
從
、
.暴
を
め
で
名
訴
訟
.な
ど
は
、
. 

'
す
べ
て
、

.

財
產
典
有
制
で
&
い
次
め
に
當
然
生
^

^
も
の
で
あ
名
.と
い
ぅ
が
、
決
し
て
そ
ぅ
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
弊
害
は
い
ず
れ
も
ん
性
の
邪
惡

•

 

-

 

■

 

•

 

-.
.
 

.

.

 

-

. 

:
 

• 

• 

. 

• 

•
- 

.

.

.
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三
昍
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裏
誌
‘
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四
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丑
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笫
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、
'
、 

一
 

ニ
〇
:

(

一.
|四
〇
> 

に
莪
く
も
の
で
あ
名
0 

. 

, 

•

•'
-
,:
■

;

.
 

- 

■ 

國
家
の
不
統一

を
も
た
ら
す
も
の
は
、
ブ
ラ
ト
ン
の
主
張
す
名
よ
う
に
、
狀
し
て
.私
有
財
産
そ
の
^/
の
セ
は
な
く
じ
亡
、
人
間
そ
の
も 

@
ゼ

內

在

す
::
^
必
义
ろ
-0
分
^

の
；
精

神

：で

あ

名

0

^
か
ら
、
か
り
£
今(

私
^
財
產
を
撤
廢
し
て
も
^

處
置
の
問
題
に
つ
い
て
も
紛
帶
を
も
た
ら
さ
ず
に
は
措
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

い
か
な
^
物

質

的

療

法

を

：
以

て

.し

て

も

精

神

的

害

惡

を

治

 

■す
、
と
.;
&

'«
で
き
.な
い
0
.へ
精
神
的
宇
段
^
み
.が
^

國
家
.の
«
1
:玄
も
た
ら
す
.も
の
.は
財
產
共
有
制
で
は
食
4

て
、
.：.實
に
.敎
育
'の
：カ
.で
あ
る
广
''
1
 

.

■;
 

: 

■ 

' 

■ 

. 

,

,

'.
■

.

——

•： 

. 

一
*. 

' 

. 

, 

- 

.

::
か
く
し
.て
、私
有
豐
は
人
性
の
.要
求
.に
粮
差
す
も
の
^
あ 

利
己
心
の
た
め
に
責
め
'

ち

，
芩

べ

，
含

も

の

饨

、
久

.彻

の

性

質

，で

あ

ら

て

、
私

有

財

產

：で

农

^

: 

,

. 

• 

?
- 

.

:
 

' . 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

A
J

ぃ
'ぅ
0

^
れ
ば
と
い
つ
て
ァ
リ
ス
ト
テ
レ
.
ス
は
今
H

の
私
有
財
產
制
を
直
-^
に
そ
の
.儘
；の
形
で
是
！
l

bよ
.う
と
す
冬
も
；の
で
は
な
い
。

ぃ
要g

私
有
財
産
そ
の
名
の
を
撤
廢
す
冬
と
と
で
は
な
く
、
1
:乙
れ
に
社
#
公
興
の
.利
益
が
要
‘求
す
る」

定
.の
，制
限
.を
加
へ
*
ご
と
、
換
言

す
れ
ば
、：.：適
正
な
名
社
會
的
慣
習
と
適
1£
な
名
立
法
の
：カ
幻
よ
つ
て
：私
有
財
產
を
取
に
權
利
追
求
の
手
段
と
す
名
こ
と
^ ,
く
、
.
こ
れ
を
汎

•
. 

.

.

く
.社
會
公
共
.の
.た
.め
'に
使
用
す
$

し'と
に
：よ
.つ
.で
道
德
的
_
的
達
成
の
有
効
な
ざ
手
段
と
す
る
こ
と
で
あ
^
。
'卽
ち
財
產
の
听
有
11
±
ど

,

.

.

.

 

■

.

.

.

 

.

.

 
.

.

.

.

 

'

 

•

■

-
 

:

.

•

.

.

.

 

t

こ
ま
で
?>
-

私
人
の
子
^

、
そ
し
て
い
そ
の
使
用
は
ど
こ
.

ま
で
も
社
會
公
共
の
利
益
を
增
進
ず
吝
，と
い
う
こ
と
で
あ
^

。
こ
れ
が
ア
：リ
ス
ト 

♦ 

. 

• 

^

テ
レ
ス
の
意
圖
す
名
と
こ
ろ
で
あ
各
p

_

匕
の
.方
法
に
よ

0
；

て
共
有
財
産
：

(
典
產
主
義

>

 

と
私
有
財
產
へ
個
人
主
義)

：
と
.の
長
听
が
同
寺
こ

併
せ
確
保
さ
れ
名
の
で
あ
る
。
こ
こ
£

も
.亦
、
：
何
事
£

お
い
て
も
折
衷
的
で
：、
中
疋
^

重
ん
ず
吝
1
\:リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
態
度
が
う
か
が
わ

ら
れ
备
の
.
'で
'あ

今

：.
.，ゾ
'
.
:
:
.

:.
-:
.
-
^
^
^
^ ̂
V

:

'
 

.:
■:
: 

, 

■

-

 

. 

. 

-
. 

.

.

.

. 

■ 

• 

; 

. 
• 

.

、

⑴

，A
r

i

s

t
o'
t

u
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